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(57)【要約】
【課題】複数人のユーザが、視聴状態によらず、同一の
シーンを同時に視聴することができるようにする。
【解決手段】　再生制御部は、所定のコンテンツの再生
を制御し、所定のコンテンツを他の情報処理装置と同期
して再生する場合に、他の情報処理装置における所定の
コンテンツの再生状態を示す情報を受信し、所定のコン
テンツを他の情報処理装置と同期して再生するに際し、
受信した情報に応じて、所定のコンテンツと他のコンテ
ンツとを切り替えて再生する制御をする。本技術は、コ
ンテンツの同期再生が行われる情報処理装置に適用する
ことができる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のコンテンツの再生を制御する再生制御部を備え、
　前記再生制御部は、
　前記所定のコンテンツを他の情報処理装置と同期して再生する場合に、前記他の情報処
理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信し、前記所定のコンテ
ンツを前記他の情報処理装置と同期して再生するに際し、受信した前記情報に応じて、前
記所定のコンテンツと他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記再生制御部は、
　　前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生が一時停止されたことを
示す情報を受信した場合、前記所定のコンテンツの再生を一時停止して前記他のコンテン
ツの再生に切り替え、
　　前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生の一時停止が解除された
ことを示す情報を受信した場合、前記他のコンテンツの再生を停止して前記所定のコンテ
ンツの再生に切り替える
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの内容の盛上りの度合いを示す盛上り特性の
値が、所定の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を一時停止して前記
他のコンテンツの再生に切り替える
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記所定のコンテンツを再生する再生モードとして、前記他の情報処理装置と同期して
再生する同期再生モードと、前記他の情報処理装置と非同期に再生する通常再生モードと
のうち一方から他方へ切り替える再生モード切替部を
　さらに備え、
　前記再生制御部は、前記再生モード切替部により前記同期再生モードに切り替えられた
場合、前記他の情報処理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信
する
　請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの音声レベルが一定のレベル以下となった場
合、またはシーンチェンジが検出された場合に、前記所定のコンテンツの再生を一時停止
して前記他のコンテンツの再生に切り替える
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記再生制御部により前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生が一
時停止されたという情報が受信された場合、前記他の情報処理装置における前記所定のコ
ンテンツの再生の一時停止時間の計測を開始する計時部を
　さらに備える請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記再生制御部は、前記計時部により計測されている前記一時停止時間が予め設定され
た許容時間を超えた場合、前記他のコンテンツの再生を前記所定のコンテンツの再生に切
り替える
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記計時部は、前記一時停止時間が前記許容時間を超えた場合、前記許容時間を超えて
からの一時停止時間の計測を開始する
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　請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記再生制御部は、前記一時停止時間が許容時間を超えた後で、前記他の情報処理装置
において前記所定のコンテンツの再生の一時停止が解除されたという情報を受信した場合
、その後の前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時停止時間の
分だけ遅延する
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時
停止時間の分だけ遅延させるために、前記所定のコンテンツの前記盛上り特性の値が所定
の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を前記他のコンテンツの再生に
切り替える処理を、前記盛上り特性の値が所定の閾値以下である区間分の前記他のコンテ
ンツの再生が、前記許容時間を超えてからの一時停止時間の分になるまで繰り返す
　請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時
停止時間の分だけ遅延させるために、前記所定のコンテンツの前記盛上り特性の値が所定
の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を前記他のコンテンツの再生に
切り替える処理を、前記盛上り特性の値が所定の閾値以下である区間分の前記他のコンテ
ンツの再生が、前記許容時間を超えてからの一時停止時間から前記所定のコンテンツの所
定の区間の再生時間を除いた分になるまで繰り返す
　請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記他のコンテンツは、前記所定のコンテンツに関係する内容のコンテンツ、広告コン
テンツ、または前記ユーザの嗜好を反映した内容のコンテンツである
　請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記再生制御部により前記所定のコンテンツまたは前記他のコンテンツが再生されてい
る最中に、前記他の情報処理装置との間で送受信されるテキストデータを表示する表示部
を
　さらに備える請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記所定のコンテンツ及び前記他のコンテンツは、ネットワークを介してストリーミン
グ配信されたものであり、
　前記ストリーミング配信された前記所定のコンテンツ及び前記他のコンテンツを記録す
る記録部を
　さらに備え、
　前記再生制御部は、受信した前記情報に応じて、前記記録部に記録された前記所定のコ
ンテンツと前記他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　前記他のコンテンツは、ネットワークを介してストリーミング配信されたものであり、
　前記ストリーミング配信された前記他のコンテンツ、及び前記所定のコンテンツを記録
する記録部を
　さらに備え、
　前記再生制御部は、受信した前記情報に応じて、前記記録部に記録された前記所定のコ
ンテンツと前記他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１６】
　所定のコンテンツの再生を制御する再生制御ステップを含み、
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　前記再生制御ステップの処理は、
　前記所定のコンテンツを他の情報処理装置と同期して再生する場合に、前記他の情報処
理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信し、前記所定のコンテ
ンツを前記他の情報処理装置と同期して再生するに際し、受信した前記情報に応じて、前
記所定のコンテンツと他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　情報処理方法。
【請求項１７】
　所定のコンテンツの再生を制御し、
　前記所定のコンテンツを他の情報処理装置と同期して再生する場合に、前記他の情報処
理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信し、前記所定のコンテ
ンツを前記他の情報処理装置と同期して再生するに際し、受信した前記情報に応じて、前
記所定のコンテンツと他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　制御処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、情報処理装置及び方法、並びにプログラムに関し、特に、複数人のユーザが
、視聴状態によらず、同一のシーンを同時に視聴することができる、情報処理装置及び方
法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遠隔地にいる者同士が同一のコンテンツの同一のシーンを同時に視聴できるよう
に、コンテンツを同期再生する手法が存在する（特許文献１参照）。コンテンツの同期再
生により、遠隔地にいる者同士が、チャット等により、リアルタイムで同一のシーンに対
する意見や感想を交換することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－４１８８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、コンテンツの同期再生は、ユーザが連続してコンテンツを視聴すること
を前提に行われる。すなわち、ユーザがコンテンツを視聴している場所から離れる場合に
ついては想定されておらず、あるユーザがコンテンツを視聴している場所から離れた場合
にも、同期再生されているコンテンツは、他のユーザに対して再生されているのと同様に
再生され続ける。したがって、コンテンツを視聴している場所から離れたユーザは、他の
ユーザと同じタイミングで同一のシーンを視聴することができない。
【０００５】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、複数人のユーザが、視聴状態
によらず、同一のシーンを同時に視聴することができるようにしたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術の一側面の情報処理装置は、所定のコンテンツの再生を制御する再生制御部を備
え、前記再生制御部は、前記所定のコンテンツを他の情報処理装置と同期して再生する場
合に、前記他の情報処理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信
し、前記所定のコンテンツを前記他の情報処理装置と同期して再生するに際し、受信した
前記情報に応じて、前記所定のコンテンツと他のコンテンツとを切り替えて再生する制御
をする。
【０００７】
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　前記再生制御部は、前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生が一時
停止されたことを示す情報を受信した場合、前記所定のコンテンツの再生を一時停止して
前記他のコンテンツの再生に切り替え、前記他の情報処理装置において前記所定のコンテ
ンツの再生の一時停止が解除されたことを示す情報を受信した場合、前記他のコンテンツ
の再生を停止して前記所定のコンテンツの再生に切り替えることができる。
【０００８】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの内容の盛上りの度合いを示す盛上り特性の
値が、所定の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を一時停止して前記
他のコンテンツの再生に切り替えることができる。
【０００９】
　前記所定のコンテンツを再生する再生モードとして、前記他の情報処理装置と同期して
再生する同期再生モードと、前記他の情報処理装置と非同期に再生する通常再生モードと
のうち一方から他方へ切り替える再生モード切替部をさらに備え、前記再生制御部は、前
記再生モード切替部により前記同期再生モードに切り替えられた場合、前記他の情報処理
装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信することができる。
【００１０】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの音声レベルが一定のレベル以下となった場
合、またはシーンチェンジが検出された場合に、前記所定のコンテンツの再生を一時停止
して前記他のコンテンツの再生に切り替えることができる。
【００１１】
　前記再生制御部により前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生が一
時停止されたという情報が受信された場合、前記他の情報処理装置における前記所定のコ
ンテンツの再生の一時停止時間の計測を開始する計時部をさらに備えることができる。
【００１２】
　前記再生制御部は、前記計時部により計測されている前記一時停止時間が予め設定され
た許容時間を超えた場合、前記他のコンテンツの再生を前記所定のコンテンツの再生に切
り替えることができる。
【００１３】
　前記計時部は、前記一時停止時間が前記許容時間を超えた場合、前記許容時間を超えて
からの一時停止時間の計測を開始することができる。
【００１４】
　前記再生制御部は、前記一時停止時間が許容時間を超えた後で、前記他の情報処理装置
において前記所定のコンテンツの再生の一時停止が解除されたという情報を受信した場合
、その後の前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時停止時間の
分だけ遅延することができる。
【００１５】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時
停止時間の分だけ遅延させるために、前記所定のコンテンツの前記盛上り特性の値が所定
の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を前記他のコンテンツの再生に
切り替える処理を、前記盛上り特性の値が所定の閾値以下である区間分の前記他のコンテ
ンツの再生が、前記許容時間を超えてからの一時停止時間の分になるまで繰り返すことが
できる。
【００１６】
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時
停止時間の分だけ遅延させるために、前記所定のコンテンツの前記盛上り特性の値が所定
の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を前記他のコンテンツの再生に
切り替える処理を、前記盛上り特性の値が所定の閾値以下である区間分の前記他のコンテ
ンツの再生が、前記許容時間を超えてからの一時停止時間から前記所定のコンテンツの所
定の区間の再生時間を除いた分になるまで繰り返すことができる。
【００１７】
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　前記他のコンテンツは、前記所定のコンテンツに関係する内容のコンテンツ、広告コン
テンツ、または前記ユーザの嗜好を反映した内容のコンテンツとすることができる。
【００１８】
　前記再生制御部により前記所定のコンテンツまたは前記他のコンテンツが再生されてい
る最中に、前記他の情報処理装置との間で送受信されるテキストデータを表示する表示部
をさらに備えることができる。
【００１９】
　前記所定のコンテンツ及び前記他のコンテンツは、ネットワークを介してストリーミン
グ配信されたものであり、前記ストリーミング配信された前記所定のコンテンツ及び前記
他のコンテンツを記録する記録部をさらに備え、前記再生制御部は、受信した前記情報に
応じて、前記記録部に記録された前記所定のコンテンツと前記他のコンテンツとを切り替
えて再生する制御をすることができる。
【００２０】
　前記他のコンテンツは、ネットワークを介してストリーミング配信されたものであり、
前記ストリーミング配信された前記他のコンテンツ、及び前記所定のコンテンツを記録す
る記録部をさらに備え、前記再生制御部は、受信した前記情報に応じて、前記記録部に記
録された前記所定のコンテンツと前記他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
ことができる。
【００２１】
　本技術の一側面の情報処理方法及びプログラムは、上述した本技術の一側面の情報処理
装置に対応する方法及びプログラムである。
【００２２】
　本技術の一側面の情報処理装置及び方法並びにプログラムにおいては、所定のコンテン
ツの再生が制御され、前記所定のコンテンツが他の情報処理装置と同期して再生される場
合に、前記他の情報処理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報が受信
され、前記所定のコンテンツが前記他の情報処理装置と同期して再生されるに際し、受信
された前記情報に応じて、前記所定のコンテンツと他のコンテンツとが切り替えられて再
生する制御がされる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上のごとく、本技術によれば、複数人のユーザが、視聴状態によらず、同一のシーン
を同時に視聴することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】第１実施形態が適用される共同視聴システムの構成を示すブロック図である。
【図２】共同視聴の概要について説明する図である。
【図３】サーバの構成例を示すブロック図である。
【図４】表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図５】システムコントローラの機能的構成例を示すブロック図である。
【図６】コンテンツの盛上りの度合いに応じてコンテンツを切り替える共同視聴の手法に
ついて説明する図である。
【図７】コンテンツの一時停止時間が長時間に及ぶ場合の共同視聴の手法について説明す
る図である。
【図８】コンテンツの一時停止時間が長時間に及ぶ場合の共同視聴の他の手法について説
明する図である。
【図９】表示装置の同期再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【図１０】他の表示装置の同期再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【図１１】ディスプレイの表示例を示す図である。
【図１２】第２実施形態が適用される共同視聴システムの構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２５】
　本技術の実施形態として、２つの実施形態（以下、それぞれ第１実施形態及び第２実施
形態と称する）について、以下の順序で説明する。
１．第１実施形態（共同視聴コンテンツと個別ＣＭコンテンツがストリーミング配信され
る例）
２．第２実施形態（各表示装置に記録されたコンテンツから共同視聴コンテンツが決定さ
れる例）
【００２６】
　以下、図面を参照して、本技術の実施の形態について説明する。
【００２７】
＜１．第１実施形態＞
[共同視聴システム１の構成例]
　図１は、本技術の第１実施形態が適用される共同視聴システムの構成を示すブロック図
である。
【００２８】
　共同視聴とは、コンテンツの同期再生により、複数人のユーザが当該コンテンツの同一
のシーンを同時に視聴することをいう。
【００２９】
　コンテンツは、映画、音楽、演劇、文芸、写真、漫画、アニメーション、コンピュータ
ゲームその他の文字、図形、色彩、音声、動作若しくは映像若しくはこれらを組み合わせ
たもの又はこれらに係る情報を電子計算機を介して提供するためのプログラム（電子計算
機に対する指令であって、一の結果を得ることができるように組み合わせたものをいう。
）である。ただし、本実施形態では、コンテンツとして映像（動画像）が採用されている
。また、コンテンツは、記録媒体に記録される必要があるため、その記録媒体に記録可能
なデータの形態を取る。
【００３０】
　シーンは、コンテンツから区分された所定の区間の映像であり、１つのコンテンツは、
複数のシーンの集合体からなる。
【００３１】
　図１の共同視聴システム１は、サーバ１１及び表示装置１２－１乃至１２－Ｎ（Ｎは、
２以上の整数値であって、図１の例では３）が、インターネット２１を介して相互に接続
されて構成されている。なお、ユーザＵ１（図示せず。以下、同様）は表示装置１２－１
を、ユーザＵ２は表示装置１２－２を、ユーザＵ３は表示装置１２－３を、それぞれ用い
てコンテンツの共同視聴を行う。以下、表示装置１２－１乃至１２－３を個々に区別する
必要がない場合、これらをまとめて表示装置１２と称する。
【００３２】
　サーバ１１は、インターネット２１を介して、表示装置１２－１乃至１２－３のそれぞ
れに対して、共同視聴コンテンツ４１をストリーミング配信する。また、サーバ１１は、
インターネット２１を介して、表示装置１２－１乃至１２－３のそれぞれに対して、個別
ＣＭ（commercial message）コンテンツ５１－１乃至５１－３のそれぞれを個別にストリ
ーミング配信する。
【００３３】
　共同視聴コンテンツ４１は、ユーザＵ１乃至Ｕ３にとって共同視聴の対象とされる映像
（動画像）であり、ストリームデータの形態で伝送される。個別ＣＭコンテンツ５１－ｉ
（ｉは、１乃至３のうちの何れかの整数値）は、ユーザＵｉの視聴状態に応じて、共同視
聴コンテンツ４１から切り替えられて表示装置１２－ｉにおいて再生される。個別ＣＭコ
ンテンツ５１－ｉとしては、共同視聴コンテンツ４１に関係する他のコンテンツ、広告コ
ンテンツ、または各ユーザＵｉの嗜好を反映したユーザＵｉ毎に個別のコンテンツを採用
することができる。以下、共同視聴コンテンツ４１と個別ＣＭコンテンツ５１－１乃至５
１－３とを総称して、適宜、コンテンツとも称する。即ち、以下、断りのない限り、コン
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テンツとは、共同視聴コンテンツ４１、個別ＣＭコンテンツ５１－１乃至５１－３のうち
の何れかであるものとする。また、表示場所の観点から、表示装置１２－iにおいて再生
されるコンテンツを、コンテンツＣｉと称する。
【００３４】
　また、サーバ１１は、表示装置１２－１乃至１２－３から、それぞれ共同視聴コンテン
ツ４１が再生されているか否かの情報を受信して、表示装置１２－１乃至１２－３のそれ
ぞれに、他の表示装置１２で共同視聴コンテンツ４１が再生されているか否かの情報（以
下、他装置再生有無情報と呼ぶ）を送信する。
【００３５】
　表示装置１２－ｉは、サーバ１１から配信されるコンテンツをバッファリングする。そ
して、表示装置１２－ｉは、サーバ１１から受信した他装置再生有無情報に応じて、バッ
ファリングされたコンテンツのうち、共同視聴コンテンツ４１と個別ＣＭコンテンツとを
切り替えて再生する。
【００３６】
　なお、表示装置１２－ｉを操作するユーザＵｉは、共同視聴コンテンツ４１を視聴する
場合に、当該表示装置１２－ｉの再生モードを、通常再生モードまたは同期再生モードに
切り替えることができる。通常再生モードでは、共同視聴コンテンツ４１が中断されずに
再生される。同期再生モードでは、他のユーザＵｊ（ｊは、ｉ以外の１乃至３の整数値）
の視聴状態に応じて、共同視聴コンテンツ４１と個別ＣＭコンテンツ５１－ｉとが切り替
えられて再生される。
【００３７】
　また、ユーザＵｉとユーザＵｊとが、共同視聴コンテンツ４１を共同視聴中にチャット
（すなわち、リアルタイムな対話）をすることができるように、表示装置１２－ｉは、ユ
ーザＵｉが入力したテキストデータ等を、インターネット２１を介して他の表示装置１２
－ｊに送信することができる。
【００３８】
[共同視聴の概要]
　図２は、共同視聴システム１による共同視聴の概要について説明する図である。
【００３９】
　図２の下方に示される横軸は、時間を示している。
【００４０】
　図２Ａは、通常再生モード時に、表示装置１２－１乃至１２－３のそれぞれが同期再生
する共同視聴コンテンツ４１を示している。共同視聴コンテンツ４１は、シーン４１－１
乃至４１－Ｍ（Ｍは２以上の整数値）から構成される。シーン４１－１乃至４１－Ｍのそ
れぞれは、その順番で連続して再生される。なお、図２Ａにおいては、Ｍ＝６以上とされ
ており、シーン４１－１乃至４１－Ｍのうち、シーン４１－１乃至４１－６のみが示され
ている。
【００４１】
　図２Ｂは、同期再生モード時に、ユーザＵ１が、表示装置１２－１を操作して共同視聴
コンテンツ４１の再生を一時停止してその後再生する場合に、表示装置１２－１に再生さ
れるコンテンツＣ１を示している。なお、以下の説明では、ユーザＵ１が、共同視聴コン
テンツ４１の再生を一時停止した場合について説明するが、他のユーザＵｊが、共同視聴
コンテンツ４１の再生を一時停止した場合も同様の処理となる。
【００４２】
　ユーザＵ１は、所定の視聴場所で共同視聴コンテンツ４１を共同視聴している最中の、
例えば共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－２の再生が終わった時刻ｔａ１に、リモー
トコントローラ等の入力機器を操作して共同視聴コンテンツ４１の再生を一時停止する指
示をし、視聴場所から離れたとする。この場合、表示装置１２－１は、当該指示にしたが
って、時刻ｔａ１から共同視聴コンテンツ４１の再生を一時停止させる。
【００４３】
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　その後、ユーザＵ１が視聴場所に戻り、時刻ｔａ２に入力機器を操作して共同視聴コン
テンツ４１の再生の一時停止の解除を指示したとする。この場合、表示装置１２－１は、
時刻ｔａ２に、共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態を解除して、シーン４１－２の次
のシーンであるシーン４１－３から再生を再開させる。
【００４４】
　図２Ｃは、同期再生モード時に、表示装置１２－２に再生されるコンテンツＣ２を示し
ている。表示装置１２－２には、時刻ｔａ１までは、共同視聴コンテンツ４１がコンテン
ツＣ２として連続して再生される。しかしながら、ユーザＵ１が共同視聴コンテンツ４１
の再生の一時停止を指示して視聴場所から離れた時刻ｔａ１に、表示装置１２－２は、表
示対象のコンテンツＣ２を、共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２に
切り替える。そして、時刻ｔａ１から、ユーザＵ１が共同視聴コンテンツ４１の一時停止
状態の解除を指示する時刻ｔａ２までの間、表示装置１２－２は、個別ＣＭコンテンツ５
１－２を連続して再生する。
【００４５】
　個別ＣＭコンテンツ５１－２は、シーン５１－２１乃至５１－２ｎ（ｎは、１以上の整
数値）から構成され、時刻ｔａ１から時刻ｔａ２までの時間帯では、その時間分のシーン
が再生される。図２の例では、個別ＣＭコンテンツ５１－２は、時刻ｔａ１から時刻ｔａ
２の間に、シーン５１－２１乃至５１－２３が再生される。
【００４６】
　その後、ユーザＵ１が共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態の解除を指示させた時刻
ｔａ２から、表示装置１２－２は、コンテンツＣ２を個別ＣＭコンテンツ５１－２から共
同視聴コンテンツ４１に切り替え、当該共同視聴コンテンツ４１の再生を再開させる。こ
の場合、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－３から再生される。
【００４７】
　図２Ｄは、同期再生モード時に、表示装置１２－３に再生されるコンテンツＣ３を示し
ている。表示装置１２－３にも、表示装置１２－２と同様に、時刻ｔａ１までは、共同視
聴コンテンツ４１がコンテンツＣ３として連続して再生される。しかしながら、ユーザＵ
１が共同視聴コンテンツ４１の再生の一時停止を指示して視聴場所から離れた時刻ｔａ１
に、表示１２－３は、表示対象のコンテンツＣ３を、共同視聴コンテンツ４１から個別Ｃ
Ｍコンテンツ５１－３に切り替える。そして、時刻ｔａ１から、ユーザＵ１が共同視聴コ
ンテンツ４１の再生の一時停止状態の解除を指示する時刻ｔａ２までの間、表示装置１２
－３は、個別ＣＭコンテンツ５１－３を連続して再生する。
【００４８】
　個別ＣＭコンテンツ５１－３は、シーン５１－３１乃至５１－３ｎ（ｎは、１以上の整
数値）から構成され、時刻ｔａ１から時刻ｔａ２までの時間帯では、その時間分のシーン
が再生される。図２の例では、個別ＣＭコンテンツ５１－３は、時刻ｔａ１から時刻ｔａ
２の間に、シーン５１－３１乃至５１－３３が再生される。
【００４９】
　その後、ユーザＵ１が共同視聴コンテンツ４１の再生の一時停止状態の解除を指示させ
た時刻ｔａ２から、表示装置１２－３は、コンテンツＣ３を個別ＣＭコンテンツ５１－３
から共同視聴コンテンツ４１に切り替え、当該共同視聴コンテンツ４１の再生を再開させ
る。この場合、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－３から再生される。
【００５０】
　なお、ユーザＵ１は、視聴場所から離れる場合には、入力機器を操作して共同視聴コン
テンツ４１の再生を一時停止する指示をする。しかしながら、共同視聴コンテンツ４１の
再生の一時停止は、ユーザＵ１による入力機器の操作によらなくてもよい。すなわち、セ
ンサ等の検出結果からユーザＵ１が視聴場所から離れたと判定された場合に、共同視聴コ
ンテンツ４１の再生が一時停止されるようにしてもよい。同様に、共同視聴コンテンツ４
１の再生の一時停止状態の解除も、ユーザＵ１による入力機器の操作によらず、センサ等
の検出結果からユーザＵ１が視聴場所に戻ったと判定された場合に、共同視聴コンテンツ
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４１の再生の一時停止が解除されるようにしてもよい。
【００５１】
　このように、ユーザＵ１が共同視聴している共同視聴コンテンツ４１の再生を一時停止
する指示をすると、ユーザＵ２が視聴するコンテンツＣ２が共同視聴コンテンツ４１から
個別ＣＭコンテンツ５１－２に切り替えられ、同様に、ユーザＵ３が視聴するコンテンツ
Ｃ３が共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－３に切り替えられる。
【００５２】
　すなわち、ユーザＵ１がコンテンツＣ１を視聴する表示装置１２－１は、当該ユーザＵ
１が視聴場所から離れると、当該ユーザＵ１の指示操作にしたがって、共同視聴コンテン
ツ４１の再生を一時停止させる。これに同期して、ユーザＵ２がコンテンツＣ２を視聴す
る表示装置１２－２、及びユーザＵ３がコンテンツＣ３を視聴する表示装置１２－３は、
共同視聴コンテンツ４１の再生を一時停止させる。ただし、この間、ユーザＵ２は視聴場
所から離れずに視聴状態を維持している。このため、表示装置１２－２は、コンテンツＣ
２の再生を一時停止させるのではなく、コンテンツＣ２として、共同視聴コンテンツ４１
の代わりに、個別ＣＭコンテンツ５１－２を再生させる。同様に、ユーザＵ３は視聴場所
から離れずに視聴状態を維持している。このため、表示装置１２－３は、コンテンツＣ３
の再生を一時停止させるのではなく、コンテンツＣ３として、共同視聴コンテンツ４１の
代わりに、個別ＣＭコンテンツ５１－３を再生させる。
【００５３】
　その後、ユーザＵ１が視聴場所に戻り再生の再開を指示すると、表示装置１２－１は、
共同視聴コンテンツ４１の再生を再開させる。これに同期して、ユーザＵ２用の表示装置
１２－２は、コンテンツＣ２として、個別ＣＭコンテンツ５１－２から共同視聴コンテン
ツ４１に切り替えて再生を続ける。同様に、ユーザＵ３用の表示装置１２－３は、コンテ
ンツＣ３として、個別ＣＭコンテンツ５１－３から共同視聴コンテンツ４１に切り替えて
再生を続ける。
【００５４】
　したがって、共同視聴が行われている最中に、その中の１人のユーザＵ１が視聴場所を
離れた場合であっても、ユーザＵ１，Ｕ２，Ｕ３は、同一のコンテンツの同一のシーンを
同時に視聴することができる。
【００５５】
[サーバ１１の構成例]
　図３は、図１の共同視聴システム１のうちのサーバ１１の構成例を示すブロック図であ
る。
【００５６】
　サーバ１１は、ネットワークＩ/Ｆ部７１、共同視聴サービスポータルWEB部７２、コン
テンツ配信管理部７３、コンテンツライセンス管理部７４、共同視聴コンテンツ蓄積部７
５、個別ＣＭコンテンツ蓄積部７６、ユーザ情報管理部７７、及び共同視聴マッチング部
７８が、インター/イントラネットワーク７９を介して相互に接続されている。サーバ１
１は、ネットワークＩ/Ｆ部７１を介してインターネット２１に接続されている。
【００５７】
　共同視聴サービスポータルWEB部７２は、複数のユーザがコンテンツの共同視聴をでき
るようにするためのサービス（以下、共同視聴サービスと称する）を提供する窓口となる
装置である。このため、共同視聴サービスポータルWEB部７２は、インターネット２１を
介して表示装置１２－１乃至１２－３のそれぞれと個別に通信し、共同視聴に必要な情報
を授受する。
【００５８】
　したがって、表示装置１２－ｉは、共同視聴サービスを受けようとする場合、インター
ネット２１を介して共同視聴サービスポータルWEB部７２にアクセスする。この場合、共
同視聴サービスポータルWEB部７２は、例えば、表示装置１２－ｉを用いるユーザＵｉに
対して共同視聴の参加の勧誘をするための情報を、表示装置１２－ｉとの間で授受する。
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即ち、共同視聴サービスポータルWEB部７２は、ユーザＵｉに所定の日時から所定のコン
テンツを共同視聴できる旨の情報を送信し、共同視聴の参加の勧誘をする。
【００５９】
　コンテンツ配信管理部７３は、共同視聴コンテンツ蓄積部７５に対して、表示装置１２
－１乃至１２－３のそれぞれへの共同視聴コンテンツ４１の配信指示を行う。また、コン
テンツ配信管理部７３は、個別ＣＭコンテンツ蓄積部７６に対して、表示装置１２－１乃
至１２－３のそれぞれへの個別ＣＭコンテンツ５１－１乃至５１－３のそれぞれの配信指
示を行う。例えば、コンテンツ配信管理部７３は、共同視聴サービスポータルWEB部７２
がユーザＵｉに提示した所定の日時に所定のコンテンツが配信されるように、共同視聴コ
ンテンツ蓄積部７５及び個別ＣＭコンテンツ蓄積部７６に対して配信指示を行う。
【００６０】
　コンテンツライセンス管理部７４は、表示装置１２に配信される共同視聴コンテンツ４
１及び個別ＣＭコンテンツ５１－１乃至５１－３のライセンス管理を行う。
【００６１】
　共同視聴コンテンツ蓄積部７５は、共同視聴コンテンツ４１を記録する。
【００６２】
　個別ＣＭコンテンツ蓄積部７６は、個別ＣＭコンテンツ５１－１乃至５１－３を記録す
る。
【００６３】
　ユーザ情報管理部７７は、共同視聴サービスの提供対象となるユーザＵｉと当該ユーザ
Ｕｉの表示装置１２－ｉについての情報を管理する。
【００６４】
　共同視聴マッチング部７８は、共同視聴サービスの提供対象となるユーザＵｉ、並びに
配信される共同視聴コンテンツ４１及び個別ＣＭコンテンツ５１－１乃至５１－３の決定
を行う。
【００６５】
[表示装置１２の構成例]
　図４は、図１の共同視聴システム１のうちの表示装置１２の構成例を示すブロック図で
ある。
【００６６】
　表示装置１２は、ネットワークＩ/Ｆ部９１、チューナ９２、記録処理部９４、画像音
声特徴抽出部９５、操作部９６、Ｉ/Ｆ部９７、メモリ９８、ディスクドライブ９９が、
コントロールバス１１０を介して相互に接続されている。また、表示装置１２は、記録媒
体１０１、再生指示部１０２、再生処理部１０３、視覚センサ１０４、聴覚センサ１０５
、視聴状態判定部１０６、表示処理部１０７、ディスプレイ１０８、及びシステムコント
ローラ１０９が、コントロールバス１１０を介して相互に接続されている。表示装置１２
の各構成要素のデータは、データバス１１１を介して送受信される。
【００６７】
　表示装置１２は、ネットワークＩ/Ｆ部９１を介してインターネット２１に接続されて
いる。即ち、サーバ１１から配信されるコンテンツは、インターネット２１からネットワ
ークＩ/Ｆ部９１に受信され、記録処理部９４に供給される。
【００６８】
　チューナ９２は、図示せぬ複数の放送局の中から受信対象の放送局を選択し、受信対象
として選択した放送局から電波として放送されるコンテンツ（テレビジョン放送番組等）
をアンテナ９３を介して受信する。チューナ９２は、受信した電波を復調し、その結果映
像信号となったコンテンツに対して各種処理を施し、記録処理部９４に供給する。
【００６９】
　記録処理部９４は、サーバ１１から配信されてネットワークＩ/Ｆ部９１に受信された
コンテンツや、放送局から放送されてチューナ９２に受信されたコンテンツを、記録媒体
１０１に記録するために適した形態、例えば所定の圧縮符号化方式に準拠した圧縮符号化
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データの形態に変換し、記録媒体１０１に記録させる。
【００７０】
　画像音声特徴抽出部９５は、サーバ１１から配信されてネットワークＩ/Ｆ部９１に受
信されたコンテンツのうち共同視聴コンテンツ４１から、画像特徴量と音声特徴量を抽出
し、システムコントローラ１０９に供給する。なお、共同視聴コンテンツ４１の画像特徴
量と音声特徴量は、コンテンツの内容の盛上りの度合いを表す盛上り特性の算出に用いら
れる。盛上り特性については後述する。
【００７１】
　操作部９６は、ボタンやダイヤルを有するリモートコントローラ等により構成され、ユ
ーザＵｉによる所定操作を受け付ける。ユーザＵｉは、操作部９６を操作することにより
、コンテンツの再生、一時停止等を指示することができる。また、ユーザＵｉは、操作部
９６を操作することにより、コンテンツの再生モードの切り替えを指示することができる
。
【００７２】
　Ｉ/Ｆ部９７は、操作部９６により受け付けられた所定操作に基づいた操作信号を、シ
ステムコントローラ１０９に供給する。
【００７３】
　メモリ９８は、ROM（Read Only Memory）、RAM（Random Access Memory）等により構成
され、システムコントローラ１０９が各種の処理を実行する上において必要なデータ等が
適宜記憶される。
【００７４】
　ディスクドライブ９９には、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導
体メモリ等よりなるリムーバブルメディア１００が適宜装着される。そして、これらから
読み出されたコンテンツが、必要に応じて記録媒体１０１にバッファリングされる。
【００７５】
　記録媒体１０１は、ハードディスク、フラッシュメモリ等により構成され、記録処理部
９４から供給されたコンテンツの映像信号をバッファリングする。または、ディスクドラ
イブ９９に装着されたリムーバブルメディア１００に記録されたコンテンツをバッファリ
ングする。
【００７６】
　再生指示部１０２は、システムコントローラ１０９の指示に基づいて、再生処理部１０
３の再生処理を指示する。
【００７７】
　再生処理部１０３は、ディスクドライブ９９に装着されたリムーバブルメディア１００
に記録されたコンテンツ、または記録媒体１０１にバッファリングされているコンテンツ
を、再生指示部１０２の指示に従って再生する。
【００７８】
　視覚センサ１０４及び聴覚センサ１０５は、ユーザＵｉがディスプレイ１０８に表示さ
れた共同視聴コンテンツ４１を視聴できる位置にいるかを検出し、検出結果を視聴状態判
定部１０６に供給する。
【００７９】
　視聴状態判定部１０６は、視覚センサ１０４及び聴覚センサ１０５から供給された検出
結果からユーザＵｉの視聴状態を判定し、判定結果をシステムコントローラ１０９に供給
する。すなわち、視聴状態判定部１０６は、ユーザが視聴場所から離れたこと、及び戻っ
てきたことを判定する。
【００８０】
　表示処理部１０７は、再生処理部１０３によって再生されるコンテンツを、ディスプレ
イ１０８に表示するために適した形態に変換し、ディスプレイ１０８に供給する。
【００８１】
　ディスプレイ１０８は、表示処理部１０７から供給されるコンテンツを表示する。
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【００８２】
　システムコントローラ１０９は、表示装置１２全体の処理を制御する。システムコント
ローラ１０９の機能について、図５を用いて説明する。
【００８３】
[システムコントローラの機能的構成例]
　図５は、システムコントローラ１０９の機能的構成例を示すブロック図である。
【００８４】
　システムコントローラ１０９は、再生モード切替部１３１、再生制御部１３２、及び計
時部１３３から構成されている。
【００８５】
　再生モード切替部１３１は、ユーザによる所定操作を受けた操作部９６からの操作信号
に従って、再生モードとして、通常再生モードと同期再生モードとのうち一方から他方へ
切り替える。
【００８６】
　再生制御部１３２は、再生指示部１０２に対してコンテンツの再生や停止の指示をする
ことで、コンテンツの再生を制御する。例えば、再生制御部１３２は、ユーザによる所定
操作を受けた操作部９６からの操作信号に従って、コンテンツの再生を再生指示部１０２
に指示する。また、再生制御部１３２は、視聴状態判定部１０６による視聴状態の判定結
果に基づいて、ユーザが視聴場所から離れた場合にはコンテンツの再生を一時停止させ、
当該ユーザが視聴場所に戻ってきた場合には一時停止を解除するように、再生指示部１０
２に対してコンテンツの一時停止や再生の指示をする。
【００８７】
　また、再生制御部１３２は、インターネット２１を介してサーバ１１から供給される、
他装置再生有無情報等から、再生指示部１０２に対してコンテンツの再生の指示をする。
【００８８】
　さらに、再生制御部１３２は、画像音声特徴抽出部９５により抽出された画像特徴量と
音声特徴量から、盛上り特性を算出する。盛上り特性は、コンテンツの内容の盛上りの度
合いを示す値の時間推移であり、その値が高いほど盛上っていることを示す。盛上り度合
いとは、多数の視聴者にとって、盛上っていると感じる度合いの推定量である。再生制御
部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の画像特徴量の変化（すなわち、画像特徴量の変化
が激しいほど盛上っていると判断できる）、及び音声特徴量の変化（すなわち、音声レベ
ルが高いほど盛上っていると判断できる）に応じて盛上り特性の値を算出する。
【００８９】
　計時部１３３は、コンテンツの再生時間及び一時停止時間を計測する。
【００９０】
　このような構成の共同視聴システム１において、ユーザＵ１乃至Ｕ３が共同視聴コンテ
ンツ４１を共同視聴している最中に、その中の１人のユーザＵ１が視聴場所を離れた場合
であっても、その後ユーザＵ１が視聴場所に戻ってきた後は、ユーザＵ１乃至Ｕ３は、共
同視聴コンテンツ４１の同一のシーンを同時に視聴することができる。すなわち、複数人
のユーザＵ１乃至Ｕ３の全員が、それぞれの視聴場所に存在する場合には、共同視聴コン
テンツ４１の同一のシーンを同時に視聴することができる。また、ユーザＵ２及びＵ３の
各々は、ユーザＵ１が視聴場所を離れたことにより共同視聴コンテンツ４１の再生が中断
されても、その間は、例えば、自身の嗜好が反映された個別ＣＭコンテンツ５１－２，５
１－３の各々が再生されるので、有益な情報を得ることができ、退屈しなくてすむ。
【００９１】
　しかしながら、ユーザＵ２，Ｕ３の各々が視聴しているコンテンツＣ２，Ｃ３の各々が
、ユーザＵ１が視聴場所を離れたことにより共同視聴コンテンツ４１の再生を一時停止し
たタイミングで、突然、共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２，５１
－３の各々切り替えられると、ユーザＵ２，Ｕ３は違和感を覚えるおそれがある。したが
って、このようなおそれを回避すべく、ユーザＵ２，Ｕ３の各々が視聴しているコンテン
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ツＣ２，Ｃ３の各々を共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２，５１－
３の各々に切り替えるタイミングとして、例えば、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性
に応じたタイミングを採用するとよい。ユーザＵ２，Ｕ３にとっては他人のユーザＵ１が
視聴場所から離れたという行動（なお、その行動はユーザＵ２，Ｕ３は見えないので即座
に確認できない）時点よりも、ユーザＵ２，Ｕ３が実際に視聴している共同視聴コンテン
ツ４１の盛上りの度合いが下がった時点で、個別ＣＭコンテンツ５１－２，５１－３のそ
れぞれに切り替えられた方が、ユーザＵ２，Ｕ３の違和感が減少すると想定できるからで
ある。
【００９２】
　このようにコンテンツの盛上り特性に応じてコンテンツを切り替える共同視聴の手法に
ついて、図６乃至図９を用いて説明する。
【００９３】
[コンテンツの盛上りの度合いに応じてコンテンツを切り替える共同視聴の手法]
　図６は、コンテンツの盛上りの度合いに応じてコンテンツを切り替える共同視聴の手法
について説明する図である。
【００９４】
　図６Ａは、ユーザＵ１用の表示装置１２－１に再生されるコンテンツＣ１を示している
。
【００９５】
　図６Ｂは、ユーザＵ２用の表示装置１２－２に再生されるコンテンツＣ２を示している
。なお、以下では、説明の簡略化のため、表示装置１２－２に再生されるコンテンツＣ２
にのみ言及するが、表示装置１２－３に再生されるコンテンツＣ３も、基本的にコンテン
ツＣ２と同様である。ただし、表示装置１２－２と表示装置１２－３に再生される個別Ｃ
Ｍコンテンツ５１－２，５１－３は、その内容が異なる場合がある。
【００９６】
　図６Ｃは、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性を示すグラフである。図６Ｃの縦軸は
、盛上り特性の瞬時値を示し、横軸は時間を示している。また、盛上り特性には、予め所
定の閾値Ｌが設定されている。
【００９７】
　図６Ａに示されるように、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－２の再生が終了した
時刻ｔａ１で、ユーザＵ１が視聴場所をちょうど離れたため、コンテンツＣ１の再生が一
時停止されたものとする。この場合、表示装置１２－１において、共同視聴コンテンツ４
１は、時刻ｔａ１から一時停止状態となる。すなわち、時刻ｔａ１は、表示装置１２－１
の共同視聴コンテンツ４１の一時停止開始点となる。
【００９８】
　一方、図６Ｂに示されるように、コンテンツＣ２については、コンテンツＣ１の再生が
時刻ｔａ１で一時停止された後も、共同視聴コンテンツ４１の再生がシーン４１－３まで
続く。そして、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性が閾値Ｌ以下となった時刻ｔｂ１で
、コンテンツＣ２は、共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２の再生に
切り替えられる。すなわち、時刻ｔｂ１は、表示装置１２－２の共同視聴コンテンツ４１
の一時停止開始点となる。
【００９９】
　その後、図６Ａに示されるように、表示装置１２－１では、時刻ｔａ２に、コンテンツ
Ｃ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が解除されたとする。すると、表示
装置１２－１では、コンテンツＣ１として、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－２の
次のシーンであるシーン４１－３から再生が開始される。すなわち、時刻ｔａ２は、表示
装置１２－１の共同視聴コンテンツ４１の一時停止解除点となる。
【０１００】
　一方、図６Ｂに示されるように、時刻ｔａ２に、表示装置１２－１でコンテンツＣ１と
して共同視聴コンテンツ４１の再生が開始された後も、表示装置１２－２では、個別ＣＭ
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コンテンツ５１－２の再生が続く。すなわち、表示装置１２－２では、表示装置１２－１
で再生されるコンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１が一時停止状態であった時
刻ｔａ１からｔａ２の間に、コンテンツＣ２として再生された共同視聴コンテンツ４１の
シーンのすべてが、表示装置１２－１のコンテンツＣ１のコンテンツとして再生し終わる
まで、個別ＣＭコンテンツ５１－２の再生が続けられる。
【０１０１】
　具体的には、図６Ｂに示されるように、表示装置１２－２では、時刻ｔａ１から時刻ｔ
ａ２の間に、コンテンツＣ２として共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－３が再生され
た。したがって、表示装置１２－２では、表示装置１２－１でコンテンツＣ１として共同
視聴コンテンツ４１のシーン４１－３の再生が終わる時刻ｔｂ２まで、コンテンツＣ２と
して個別ＣＭコンテンツ５１－２の再生が続けられる。なお、図６Ｂの例では、個別ＣＭ
コンテンツ５１－２は、時刻ｔｂ１から時刻ｔｂ２の間に、シーン５２－２１乃至５１－
２ｋが再生される。そして、時刻ｔｂ２で、コンテンツＣ２は、個別ＣＭコンテンツ５１
－２ｋから、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－４に切り替えられる。したがって、
時刻ｔｂ２は、表示装置１２－２の共同視聴コンテンツ４１の一時停止解除点となる。
【０１０２】
　時刻ｔｂ２以降は、コンテンツＣ１としてもコンテンツＣ２としても共同視聴コンテン
ツ４１の同一のシーンが同一のタイミングで同期再生される。
【０１０３】
　このように、コンテンツＣ２を、共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５２
に切り替えるタイミングとして、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性に応じたタイミン
グを採用することで、ユーザＵ２の違和感が減少すると想定できる。
【０１０４】
　しかしながら、図６の例では、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の再生
が一時停止されている間、コンテンツＣ２では連続して個別ＣＭコンテンツ５１－２の再
生が継続される。したがって、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停
止状態が長時間に及んだ場合、ユーザＵ２は、長時間にわたって共同視聴コンテンツ４１
の視聴ができないことになる。したがって、以下の図７，図８の例では、コンテンツＣ１
の一時停止が継続する時間に、一定の許容時間が予め設定される。そして、コンテンツＣ
１の一時停止が継続する時間が許容時間を超えた場合には、コンテンツＣ２が共同視聴コ
ンテンツ４１に切り替えられる。
【０１０５】
[コンテンツＣ１の一時停止が長時間に及ぶ場合の共同視聴の手法]
　図７は、コンテンツＣ１の一時停止が長時間に及ぶ場合の共同視聴の手法について説明
する図である。
【０１０６】
　図７Ａは、ユーザＵ１用の表示装置１２－１に再生されるコンテンツＣ１を示している
。
【０１０７】
　図７Ｂは、ユーザＵ２用の表示装置１２－２に再生されるコンテンツＣ２を示している
。
【０１０８】
　図７Ｃは、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性を示すグラフである。図７Ｃの縦軸は
、盛上り特性の瞬時値を示し、横軸は時間を示している。また、盛上り特性には、予め所
定の閾値Ｌが設定されている。
【０１０９】
　なお、図７の例において、図６と同様の処理についての説明は繰り返しになるので、適
宜省略する。
【０１１０】
　図７Ａに示されるように、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－２の再生が終了した
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時刻ｔａ１で、ユーザＵ１が視聴場所をちょうど離れたため、コンテンツＣ１の再生が一
時停止されたものとする。この場合、表示装置１２－１において、共同視聴コンテンツ４
１は、時刻ｔａ１から一時停止状態となる。すなわち、時刻ｔａ１は、表示装置１２－１
の共同視聴コンテンツ４１の一時停止開始点となる。
【０１１１】
　本手法では、コンテンツＣ１の一時停止が継続する時間に、一定の許容時間ｔｈが予め
設定される。したがって、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１が一時停止さ
れると、一時停止状態の継続時間ｔｐ（以下、一時停止時間ｔｐと称する）の計測が開始
される。すなわち、図７の例では、時刻ｔａ１から一時停止時間ｔｐの計測が開始される
。
【０１１２】
　一方、図７Ｂに示されるように、コンテンツＣ２については、コンテンツＣ１の再生が
時刻ｔａ１で一時停止された後も、共同視聴コンテンツ４１の再生がシーン４１－３まで
続く。そして、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性が閾値Ｌ以下となった時刻ｔｂ１で
、コンテンツＣ２は、共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２の再生に
切り替えられる。すなわち、時刻ｔｂ１は、表示装置１２－２の共同視聴コンテンツ４１
の一時停止開始点となる。
【０１１３】
　その後、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が継続したと
しても、一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈを超えた場合、コンテンツＣ２は、共同視聴コ
ンテンツ４１に切り替えられる。すなわち、表示装置１２－２では、一時停止時間ｔｐが
許容時間ｔｈを超えた時刻ｔｂ２で、コンテンツＣ２は、個別ＣＭコンテンツ５１－２ｋ
から、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－４に切り替えられる。したがって、時刻ｔ
ｂ２は、表示装置１２－２の共同視聴コンテンツ４１の一時停止解除点となる。
【０１１４】
　表示装置１２－１の共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈを超え
ると、その時点から新たに一時停止時間ｔｘの計測が開始される。すなわち、一時停止時
間ｔｐが許容時間ｔｈを超えた時刻ｔｂ２から、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテ
ンツ４１の一時停止時間ｔｘの計測が開始される。コンテンツＣ１として共同視聴コンテ
ンツ４１についての一時停止時間ｔｘが継続されている間、表示装置１２－２では共同視
聴コンテンツ４１の一時停止状態が続くのに対して、表示装置１２－２側では共同視聴コ
ンテンツ４１の再生が続けられる。
【０１１５】
　その後、図７Ａに示されるように、表示装置１２－１では、時刻ｔａ２に、コンテンツ
Ｃ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が解除されたとする。すると、表示
装置１２－１では、コンテンツＣ１として、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－３か
ら再生が開始される。すなわち、時刻ｔａ２は、表示装置１２－１の共同視聴コンテンツ
４１の一時停止解除点となる。なお、コンテンツＣ１の共同視聴コンテンツ４１の一時停
止時間ｔｘは、コンテンツＣ２の共同視聴コンテンツ４１の一時停止解除点である時刻ｔ
ｂ２から、コンテンツＣ２の共同視聴コンテンツ４１の一時停止解除点である時刻ｔａ２
までの時間となる。
【０１１６】
　時刻ｔａ２以降は、コンテンツＣ１としてもコンテンツＣ２としても共同視聴コンテン
ツ４１が再生される。しかしながら、コンテンツＣ１は、表示装置１２－２のコンテンツ
Ｃ２の共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｘの間に、コンテンツＣ２として再生さ
れた分の共同視聴コンテンツ４１のシーンの再生が遅れている。すなわち、表示装置１２
－１，１２－２の各々において再生されている共同視聴コンテンツ４１は、表示装置１２
－１の共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｘの分だけズレが生じている。
【０１１７】
　したがって、時刻ｔａ２以降、表示装置１２－２は、コンテンツＣ２として適宜個別Ｃ
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Ｍコンテンツ５１－２の再生を挟むことによって、時間ｔｘ分のズレを解消させる。この
場合にも、表示装置１２－２がコンテンツＣ２を共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコ
ンテンツ５１－２に切り替えるか否かの判断要素として、ユーザＵ２の違和感を減少させ
るために、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性が採用される。
【０１１８】
　図７Ｂに示されるように、表示装置１２－２は、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性
が閾値Ｌ以下となる時刻ｔｃ１から時刻ｔｃ２までの時間帯で、コンテンツＣ２を、共同
視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２に切り替える。これにより、表示装
置１２－２では、個別ＣＭコンテンツ５１－２のシーン５１－２ｍが再生される。
【０１１９】
　表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生されている部分の
時間的ズレが解消されるまで、表示装置１２－２は、コンテンツＣ２として個別ＣＭコン
テンツ５１－２を挿入し、その後共同視聴コンテンツ４１に再度切り替えるといった処理
を繰り返し実行する。すなわち、表示装置１２－２では、時刻ｔａ２以降、表示装置１２
－１側での共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｘの分だけ、共同視聴コンテンツ４
１が遅延して再生される。
【０１２０】
　その後、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生されてい
る部分の時間的ズレが解消されると、コンテンツＣ１としてもコンテンツＣ２としても共
同視聴コンテンツ４１の同一のシーンが同一のタイミングで再生される。コンテンツＣ１
としてもコンテンツＣ２としても共同視聴コンテンツ４１の最終シーン４１－ｚの再生が
終了すると、共同視聴は終了する。
【０１２１】
　このように、コンテンツＣ１の一時停止が継続する時間に、一定の許容時間ｔｈが設定
されることにより、ユーザＵ２が長時間にわたって共同視聴コンテンツ４１の視聴ができ
ないという事態を回避することができる。また、表示装置１２－１，１２－２の各々で共
同視聴コンテンツ４１の再生されている部分の時間的ズレを解消させるために、コンテン
ツＣ２として個別ＣＭコンテンツ５１－２を挿入する判断要素として、共同視聴コンテン
ツ４１の盛上り特性が採用されるので、ユーザＵ２の違和感を減少させることができる。
【０１２２】
　図７の例では、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生さ
れている部分の時間的ズレを解消させるために、コンテンツＣ２として個別ＣＭコンテン
ツ５１－２が挿入された。しかしながら、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴
コンテンツ４１の再生されている部分の時間的ズレを解消させるための手法はこれに限定
されない。例えば、コンテンツＣ２として個別ＣＭコンテンツ５１－２が挿入されるのに
加え、さらに、コンテンツＣ１として再生されている共同視聴コンテンツ４１の所定のシ
ーンを間引いて再生し、当該時間的ズレを解消させてもよい。
【０１２３】
[コンテンツＣ１の一時停止が長時間に及ぶ場合の共同視聴の他の手法]
　図８は、コンテンツＣ１の一時停止が長時間に及ぶ場合の共同視聴の他の手法について
説明する図である。
【０１２４】
　図８Ａは、ユーザＵ１用の表示装置１２－１に再生されるコンテンツＣ１を示している
。
【０１２５】
　図８Ｂは、ユーザＵ２用の表示装置１２－２に再生されるコンテンツＣ２を示している
。
【０１２６】
　図８Ｃは、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性を示すグラフである。図８Ｃの縦軸は
、盛上り特性の瞬時値を示し、横軸は時間を示している。また、盛上り特性には、予め所
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定の閾値Ｌが設定されている。
【０１２７】
　図８の例は、図７の例と基本的に同様である。したがって、同様の処理の説明について
は繰り返しになるので省略し、異なる処理、すなわち時刻ｔａ２以降の処理についてのみ
説明する。
【０１２８】
　時刻ｔａ２以降は、コンテンツＣ１としてもコンテンツＣ２としても共同視聴コンテン
ツ４１が再生される。しかしながら、コンテンツＣ１は、表示装置１２－２のコンテンツ
Ｃ２の共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｘの間に、コンテンツＣ２として再生さ
れた分の共同視聴コンテンツ４１のシーンの再生が遅れている。すなわち、表示装置１２
－１，１２－２の各々において再生されている共同視聴コンテンツ４１は、表示装置１２
－１の共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｘの分だけズレが生じている。
【０１２９】
　したがって、時刻ｔａ２以降、表示装置１２－２で、コンテンツＣ２として適宜個別Ｃ
Ｍコンテンツ５１－２の再生を挟むことに加え、さらに、表示装置１２－１でも、コンテ
ンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の所定のシーンの再生を適宜間引くことにより
、時間ｔｘ分のズレを解消させる。
【０１３０】
　この場合にも、表示装置１２－２がコンテンツＣ２を共同視聴コンテンツ４１から個別
ＣＭコンテンツ５１－２に切り替えるか否かの判断要素として、ユーザＵ２の違和感を減
少させるために、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性が採用される。また、表示装置１
２－１がコンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の所定のシーンの再生を間引く
か否かの判断要素として、ユーザＵ１の違和感を減少させるために、共同視聴コンテンツ
４１の盛上り特性が採用される。
【０１３１】
　図８Ｂに示されるように、表示装置１２－２は、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性
が閾値Ｌ以下となる時刻ｔｃ１から時刻ｔｃ２までの時間帯で、コンテンツＣ２を、共同
視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２に切り替える。これにより、表示装
置１２－２では、個別ＣＭコンテンツ５１－２のシーン５１－２ｍが再生される。
【０１３２】
　さらに、図８Ａに示されるように、表示装置１２－１は、共同視聴コンテンツ４１の盛
上り特性が閾値Ｌ以下となる時刻ｔｄ１から時刻ｔｄ２までの時間帯で、共同視聴コンテ
ンツ４１のシーン４１－４を間引いて再生する。すなわち、表示装置１２－１では、共同
視聴コンテンツ４１の時刻ｔｄ１乃至ｔｄ２の間の映像に対応するシーン４１－４が間引
かれて再生される。
【０１３３】
　表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生されている部分の
時間的ズレが解消されるまで、上述の処理が繰り返し実行される。
【０１３４】
　その後、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生されてい
る部分の時間的ズレが解消されると、コンテンツＣ１としてもコンテンツＣ２としても共
同視聴コンテンツ４１の同一のシーンが同一のタイミングで再生される。コンテンツＣ１
としてもコンテンツＣ２としても共同視聴コンテンツ４１の最終シーン４１－ｚの再生が
終了すると、共同視聴は終了する。
【０１３５】
　このように、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生され
ている部分の時間的ズレを解消させるために、コンテンツＣ２として個別ＣＭコンテンツ
５１－２を挿入するだけではなく、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の所
定のシーンを間引くことで、より早く当該時間的ズレを解消させることができる。
【０１３６】
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　次に、コンテンツＣ１の一時停止が長時間に及ぶ場合の共同視聴において、表示装置１
２－１と１２－２で同時に実行される処理（以下、同期再生処理と称する）をそれぞれ図
９と図１０を用いて説明する。
【０１３７】
[表示装置１２－１の同期再生処理]
　図９は、表示装置１２－１の同期再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【０１３８】
　ステップＳ１１において、再生モード切替部１３１は、同期再生モードであるかを判定
する。すなわち、再生モード切替部１３１は、ユーザＵ１による所定操作を受けた操作部
９６からの操作信号に従って、再生モードが同期再生モードに切り替えられたかを判定す
る。
【０１３９】
　同期再生モードである場合、ステップＳ１１においてＹＥＳであると判定されて、処理
はステップＳ１４に進む。なお、ステップＳ１４以降の処理については後述する。
【０１４０】
　これに対して、同期再生モードでない場合、すなわち、通常再生モードである場合、ス
テップＳ１１においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ１２に進む。
【０１４１】
　ステップＳ１２において、再生制御部１３２は、通常再生モードで再生する。すなわち
、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１を中断せずに再生する。
【０１４２】
　ステップＳ１３において、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了
したかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の最終シー
ン４１－ｚの再生が終了したかを判定する。
【０１４３】
　共同視聴コンテンツ４１の再生が終了していない場合、ステップＳ１３においてＮＯで
あると判定されて、処理はステップＳ１２に戻され、それ以降の処理が繰り返される。す
なわち、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了するまでの間、ステップＳ１２，Ｓ１３の
ループ処理が繰り返される。
【０１４４】
　その後、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、ステップＳ１３においてＹＥ
Ｓであると判定されて、表示装置１２－１の同期再生処理は終了する。
【０１４５】
　一方、ステップＳ１１において、同期再生モードである場合、ＹＥＳであると判定され
て、処理はステップＳ１４に進む。
【０１４６】
　ステップＳ１４において、再生制御部１３２は、同期再生を開始する。すなわち、再生
制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生を開始する。なお、ステップＳ１４の処
理は、後述する図１０のステップＳ３４の処理と同時に実行される。
【０１４７】
　ステップＳ１５において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の再生が一時停止され
たかを判定する。すなわち、Ｉ/Ｆ部９７から供給されたユーザＵ１の所定操作に基づい
た操作信号が、共同視聴コンテンツ４１の再生を一時停止させるものであったか、または
、視聴状態判定部１０６から、ユーザが視聴場所から離れたという視聴状態の判定結果が
供給されたかを判定する。
【０１４８】
　コンテンツＣ１の再生が一時停止されていない場合、ステップＳ１５においてＮＯであ
ると判定されて、処理はステップＳ１９に進む。なお、ステップＳ１９以降の処理につい
ては後述する。
【０１４９】
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　これに対して、コンテンツＣ１の再生が一時停止にされた場合、ステップＳ１５におい
てＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ１６に進む。
【０１５０】
　ステップＳ１６において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の再生を一時停止する
。すなわち、図７Ａに示されるように、再生制御部１３２が、コンテンツＣ１としての共
同視聴コンテンツ４１のシーン４１－２の再生が終了した時刻ｔａ１で一時停止すると、
共同視聴コンテンツ４１は、時刻ｔａ１から一時停止状態となる。
【０１５１】
　ステップＳ１７において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除
されたかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、Ｉ/Ｆ部９７から供給されたユー
ザＵ１の所定操作に基づいた操作信号が、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４
１の再生の一時停止を解除させるものであったか、または、視聴状態判定部１０６から、
ユーザが視聴場所に戻ってきたという視聴状態の判定結果が供給されたかを判定する。
【０１５２】
　コンテンツＣ１の一時停止状態が解除されない場合、ステップＳ１７においてＮＯであ
ると判定されて、処理はステップＳ１７に戻され、それ以降の処理が繰り返される。すな
わち、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が解除されるまで
の間、ステップＳ１７の判定処理が繰り返される。
【０１５３】
　その後、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除された場合、ステップＳ１７においてＹ
ＥＳであると判定されて、処理はステップＳ１８に進む。
【０１５４】
　ステップＳ１８において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の再生を開始する。す
なわち、図７Ａに示されるように、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一
時停止状態が、時刻ｔａ２で解除されたとすると、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１
として、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－３から再生を開始する。
【０１５５】
　ステップＳ１９において、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了
したかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の最終シー
ン４１－ｚの再生が終了したかを判定する。
【０１５６】
　共同視聴コンテンツ４１の再生が終了していない場合、ステップＳ１９においてＮＯで
あると判定されて、処理はステップＳ１５に戻され、それ以降の処理が繰り返される。す
なわち、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了するまでの間、ステップＳ１５乃至Ｓ１９
のループ処理が繰り返される。
【０１５７】
　その後、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、ステップＳ１９においてＹＥ
Ｓであると判定されて、表示装置１２－１の同期再生処理は終了する。なお、この場合、
同期再生が行われていた表示装置１２－２においても、同時に共同視聴コンテンツ４１の
再生が終了する。
【０１５８】
　次に、上述の表示装置１２－１の同期再生処理と同時に行われる、表示装置１２－２の
同記再生処理について説明する。
【０１５９】
[表示装置１２－２の同期再生処理]
　図１０は、表示装置１２－２の同期再生処理の流れを説明するフローチャートである。
【０１６０】
　ステップＳ３１において、再生モード切替部１３１は、同期再生モードであるかを判定
する。すなわち、再生モード切替部１３１は、ユーザＵ２による所定操作を受けた操作部
９６からの操作信号に従って、再生モードが同期再生モードに切り替えられたかを判定す
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る。
【０１６１】
　同期再生モードである場合、ステップＳ３１においてＹＥＳであると判定されて、処理
はステップＳ３４に進む。なお、ステップＳ３４以降の処理については後述する。
【０１６２】
　これに対して、同期再生モードでない場合、すなわち、通常再生モードである場合、ス
テップＳ３１においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ３２に進む。
【０１６３】
　ステップＳ３２において、再生制御部１３２は、通常再生モードで再生する。すなわち
、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１を中断せずに再生する。
【０１６４】
　ステップＳ３３において、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了
したかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の最終シー
ン４１－ｚの再生が終了したかを判定する。
【０１６５】
　共同視聴コンテンツ４１の再生が終了していない場合、ステップＳ３３においてＮＯで
あると判定されて、処理はステップＳ３２に戻され、それ以降の処理が繰り返される。す
なわち、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了するまでの間、ステップＳ３２，Ｓ３３の
ループ処理が繰り返される。
【０１６６】
　その後、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、ステップＳ３３においてＹＥ
Ｓであると判定されて、表示装置１２－２の同期再生処理は終了する。
【０１６７】
　一方、ステップＳ３１において、同期再生モードである場合、ＹＥＳであると判定され
て、処理はステップＳ３４に進む。
【０１６８】
　ステップＳ３４において、再生制御部１３２は、同期再生を開始する。すなわち、再生
制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生を開始する。なお、ステップＳ３４の処
理は、上述した図９のステップＳ１４の処理と同時に実行される。
【０１６９】
　ステップＳ３５において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の再生が一時停止され
たかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、サーバ１１から、表示装置１２－１に
おいて、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の再生が一時停止されたという
他装置再生有無情報を受信したかを判定する。
【０１７０】
　コンテンツＣ１の再生が一時停止された場合（すなわち、図９のステップＳ１５でＹＥ
Ｓであると判定され、ステップＳ１６の処理が実行された場合）、ステップＳ３５におい
てＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ３６に進む。なお、ステップＳ３６以降
の処理については後述する。
【０１７１】
　これに対して、コンテンツＣ１の再生が一時停止されていない場合（すなわち、図９の
ステップＳ１５でＮＯであると判定された場合）、ステップＳ３５においてＮＯであると
判定されて、処理はステップＳ４７に進む。
【０１７２】
　ステップＳ４７において、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了
したかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の最終シー
ン４１－ｚの再生が終了したかを判定する。
【０１７３】
　共同視聴コンテンツ４１の再生が終了していない場合、ステップＳ４７においてＮＯで
あると判定されて、処理はステップＳ３５に戻され、それ以降の処理が繰り返される。す
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なわち、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了するまでの間、ステップＳ３５乃至Ｓ４７
のループ処理が繰り返される。
【０１７４】
　その後、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、ステップＳ４７においてＹＥ
Ｓであると判定されて、表示装置１２－２の同期再生処理は終了する。
【０１７５】
　一方、ステップＳ３５において、コンテンツＣ１の再生が一時停止された場合、ＹＥＳ
であると判定されて、処理はステップＳ３６に進む。
【０１７６】
　ステップＳ３６において、計時部１３３は、コンテンツＣ１の一時停止時間ｔｐの計測
を開始する。すなわち、図７に示されるように、計時部１３３は、コンテンツＣ１として
の共同視聴コンテンツ４１の一時停止開始点である時刻ｔａ１から、一時停止時間ｔｐの
計測を開始する。
【０１７７】
　ステップＳ３７において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ２を個別ＣＭコンテンツ
５１－２に切り替える。この場合、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の盛上
り特性に応じて、コンテンツＣ２を個別ＣＭコンテンツ５１－２に切り替える。すなわち
、図７に示されるように、再生制御部１３２は、コンテンツＣ２としての共同視聴コンテ
ンツ４１の盛上り特性が閾値Ｌ以下となった時刻ｔｂ１で、コンテンツＣ２を共同視聴コ
ンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２に切り替える。
【０１７８】
　ステップＳ３８において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の一時停止時間ｔｐが
許容時間ｔｈを超えたかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１と
しての共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈを超えたかを判定する
。
【０１７９】
　コンテンツＣ１の一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈを超えた場合、ステップＳ３８にお
いてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ４１に進む。なお、ステップＳ４１以
降の処理については後述する。
【０１８０】
　これに対して、コンテンツＣ１の一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈ以内である場合、ス
テップＳ３８においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ３９に進む。
【０１８１】
　ステップＳ３９において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除
されたかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、サーバ１１から、表示装置１２－
１においてコンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が解除された
という他装置再生有無情報を受信したかを判定する。
【０１８２】
　コンテンツＣ１の一時停止状態が解除されない場合、ステップＳ３９においてＮＯであ
ると判定されて、処理はステップＳ３８に戻され、それ以降の処理が繰り返される。すな
わち、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が解除されるまで
の間、ステップＳ３８，Ｓ３９のループ処理が繰り返される。
【０１８３】
　その後、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除された場合、ステップＳ３９においてＹ
ＥＳであると判定されて、処理はステップＳ４０に進む。
【０１８４】
　ステップＳ４０において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ２を共同視聴コンテンツ
４１に切り替える。この場合、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１としての共同視聴コ
ンテンツ４１が一時停止状態であった間に、コンテンツＣ２として再生された共同視聴コ
ンテンツ４１のシーンのすべてが表示装置１２－１で再生し終わってから、コンテンツＣ
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２を共同視聴コンテンツ４１に切り替える。
【０１８５】
　その後、処理はステップＳ４７に進む。なお、ステップＳ４７以降の処理については後
述する。
【０１８６】
　一方、ステップＳ３８において、コンテンツＣ１の一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈを
超えた場合、ＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ４１に進む。
【０１８７】
　ステップＳ４１において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ２を共同視聴コンテンツ
４１に切り替える。すなわち、図７Ｂに示されるように、再生制御部１３２は、一時停止
時間ｔｐが許容時間ｔｈを超えた時刻ｔｂ２で、コンテンツＣ２を個別ＣＭコンテンツ５
１－２から共同視聴コンテンツ４１に切り替える。
【０１８８】
　ステップＳ４２において、計時部１３３は、一時停止時間ｔｘの計測を開始する。すな
わち、図７Ｃに示されるように、計時部１３３は、一時停止時間ｔｐが許容時間ｔｈを超
えた時刻ｔｂ２から、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止時間ｔ
ｘの計測を開始する。
【０１８９】
　ステップＳ４３において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除
されたかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、サーバ１１から、表示装置１２－
１においてコンテンツＣ１としての共同視聴コンテンツ４１の一時停止状態が解除された
という他装置再生有無情報を受信したかを判定する。
【０１９０】
　コンテンツＣ１の一時停止状態が解除された場合（すなわち、図９のステップＳ１７で
ＹＥＳであると判定された場合）、ステップＳ４３においてＹＥＳであると判定されて、
処理はステップＳ４５に進む。なお、ステップＳ４５以降の処理については後述する。
【０１９１】
　これに対して、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除されない場合（すなわち、図９の
ステップＳ１７でＮＯであると判定された場合）、ステップＳ４３においてＮＯであると
判定されて、処理はステップＳ４４に進む。
【０１９２】
　ステップＳ４４において、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了
したかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の最終シー
ン４１－ｚの再生が終了したかを判定する。
【０１９３】
　共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、すなわち、コンテンツＣ１の一時停止
中にコンテンツＣ２の共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、表示装置１２－２
の同期再生処理は終了する。
【０１９４】
　これに対して、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了していない場合には、ステップＳ
４４においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ４３に戻される。
【０１９５】
　その後、コンテンツＣ１の一時停止状態が解除された場合、ステップＳ４３においてＹ
ＥＳであると判定されて、処理はステップＳ４５に進む。
【０１９６】
　ステップＳ４５において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ２としての共同視聴コン
テンツ４１をｔｘ時間分、遅延させて再生する。すなわち、表示装置１２－１，１２－２
の各々において再生されている共同視聴コンテンツ４１は、表示装置１２－１の共同視聴
コンテンツ４１の一時停止時間ｔｘの分だけズレが生じている。したがって、再生制御部
１３２は、ｔｘ時間分のズレを解消させるために、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性
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に応じて、コンテンツＣ２として適宜個別ＣＭコンテンツ５１－２の再生を挿入する。再
生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の盛上り特性が閾値Ｌ以下になると、コンテ
ンツＣ２を、共同視聴コンテンツ４１から個別ＣＭコンテンツ５１－２に切り替える、と
いう処理を繰り返し実行する。
【０１９７】
　ステップＳ４６において、再生制御部１３２は、コンテンツＣ２としての共同視聴コン
テンツ４１をｔｘ時間分、遅延させて再生したかを判定する。すなわち、再生制御部１３
２は、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１の再生されている部
分の時間的ズレが解消するよう、コンテンツＣ２として個別ＣＭコンテンツ５１－２を挿
入して、共同視聴コンテンツ４１をｔｘ時間分、遅延させて再生したかを判定する。
【０１９８】
　共同視聴コンテンツ４１をｔｘ時間分、遅延させて再生していない場合、ステップＳ４
６においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ４６に戻され、それ以降の処理が
繰り返される。すなわち、共同視聴コンテンツ４１をｔｘ時間分、遅延させて再生するま
での間、ステップＳ４５，４６のループ処理が繰り返される。
【０１９９】
　その後、共同視聴コンテンツ４１をｔｘ時間分、遅延させて再生した場合、ステップＳ
４６においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ４７に進む。
【０２００】
　ステップＳ４７において、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了
したかを判定する。すなわち、再生制御部１３２は、共同視聴コンテンツ４１の最終シー
ン４１－ｚの再生が終了したかを判定する。
【０２０１】
　共同視聴コンテンツ４１の再生が終了していない場合、ステップＳ４７においてＮＯで
あると判定されて、処理はステップＳ３５に戻され、それ以降の処理が繰り返される。す
なわち、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了するまでの間、ステップＳ３５乃至Ｓ４７
のループ処理が繰り返される。
【０２０２】
　その後、共同視聴コンテンツ４１の再生が終了した場合、ステップＳ４７においてＹＥ
Ｓであると判定されて、表示装置１２－２の同期再生処理は終了する。なお、この場合、
同期再生が行われていた表示装置１２－１においても、同時に共同視聴コンテンツ４１の
再生が終了する。
【０２０３】
　なお、図１０の例では、表示装置１２－１，１２－２の各々で共同視聴コンテンツ４１
の再生されている部分の時間的ズレを解消させるために、コンテンツＣ２として適宜個別
ＣＭコンテンツ５１－２が挿入された。しかしながら、表示装置１２－１，１２－２の各
々で共同視聴コンテンツ４１の再生されている部分の時間的ズレを解消させるために、図
８の例による手法を用いてもよい。すなわち、コンテンツＣ１としての共同視聴コンテン
ツ４１の所定のシーンが間引かれて再生されてもよい。
【０２０４】
　次に、表示装置１２で共同視聴が行われている場合のディスプレイ１０８の表示例につ
いて説明する。
【０２０５】
[共同視聴の表示例]
　図１１は、共同視聴が行われているときのディスプレイ１０８の表示例を示す図である
。なお、図１１では、表示装置１２－１のディスプレイ１０８の表示例について説明する
が、その他の表示装置１２についても同様である。
【０２０６】
　図１１に示されるように、ディスプレイ１０８には、メインコンテンツ表示領域１７１
が配置され、その下方には、シーン表示領域１７２が配置される。シーン表示領域１７２
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の下方には、再生位置表示領域１７３及びテキスト表示領域１７４が配置される。
【０２０７】
　メインコンテンツ表示領域１７１には、表示装置１２－１で現在再生されているコンテ
ンツＣ１が表示される。
【０２０８】
　シーン表示領域１７２には、共同視聴コンテンツ４１のシーン４１－１乃４１－Ｍ（Ｍ
は２以上の整数値）が表示される。なお、図１１の例では、シーン４１－１乃至４１－Ｍ
のうち、シーン４１－１乃至４１－５のみが示されている。シーン４１－１乃４１－５の
うち、現在表示装置１２－１で再生されているシーン、すなわちメインコンテンツ表示領
域１７１で再生されているシーンには、枠１９１が表示される。図１１の例では、枠１９
１の位置から、表示装置１２－１ではシーン４１－２が再生されていることがわかる。
【０２０９】
　再生位置表示領域１７３には、再生位置表示タグ１９２が表示される。再生位置表示タ
グ１９２は、他の表示装置１２で再生されている共同視聴コンテンツ４１の再生位置を示
し、再生位置と同期して移動する。図１１の例では、再生位置表示タグ１９２の位置から
、他の表示装置１２ではシーン４１－３が再生されていることがわかる。
【０２１０】
　これにより、ユーザＵ１は、ユーザＵ１用の表示装置１２－１で再生されている共同視
聴コンテンツ４１と、他のユーザの表示装置２１で表示されている共同視聴コンテンツ４
１の再生位置を把握することができる。例えば、ユーザＵ１が、共同視聴コンテンツ４１
の視聴場所から所定時間離れた場合には、表示装置１２－１で再生されている共同視聴コ
ンテンツ４１は、所定時間分遅れて再生されているので、枠１９１と再生位置表示タグ１
９２の位置にはズレが生じる。
【０２１１】
　ユーザＵ１は、枠１９１を移動させることにより、表示装置１２－１で再生される共同
視聴コンテンツ４１のシーンを自由に変更することができる。したがって、例えば、ユー
ザＵ１は、枠１９１の位置を現在のシーン４１－２の位置からシーン４１－３の位置に移
動させることにより、他のユーザと同じシーン４１－３を、メインコンテンツ表示領域１
７１で視聴することができる。
【０２１２】
　なお、上述したような表示装置１２－１と他の表示装置１２の各々で共同視聴コンテン
ツ４１の再生されている部分の時間的ズレが解消された場合には、シーン表示領域１７２
及び再生位置表示領域１７３が表示されないようにしてもよい。さらにこの場合、メイン
コンテンツ表示領域１７１をディスプレイ１０８の全領域に配置するようにしてもよい。
【０２１３】
　テキスト表示領域１７４には、共同視聴を行っているユーザ同士が、共同視聴コンテン
ツ４１の再生中にチャットを行う場合、各ユーザが入力したテキストデータ等が表示され
る。
【０２１４】
　例えば、他のユーザが、共同視聴コンテンツ４１の所定のシーンが再生されている時に
テキストを入力したとする。この場合、ユーザＵ１が共同視聴コンテンツ４１の他のシー
ンを視聴していたとしても、メインコンテンツ表示領域１７１の表示は、所定のシーンの
再生に切り替えられるようにしてもよい。これにより、ユーザＵ１は、他のユーザがテキ
ストを入力したときに視聴しているシーンと同一のシーンを視聴して、意見や感想を入力
することができる。
【０２１５】
＜２．第２実施形態＞
　第１実施形態においては、共同視聴の対象である共同視聴コンテンツ、及び個別ＣＭコ
ンテンツは、サーバ１１からストリーミング配信された。しかしながら、共同視聴コンテ
ンツ４１は、サーバ１１からストリーミング配信されるものではなく、それぞれの表示装
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置１２に記録されているコンテンツであってもよい。
【０２１６】
[共同視聴システム２１１の構成例]
　図１２は、本技術の第２実施形態が適用される共同視聴システムの構成を示すブロック
図である。
【０２１７】
　図１２の共同視聴システム２１１は、サーバ２３１及びユーザ用表示システム２３２－
１乃至２３２－３Ｎ（Ｎは、２以上の整数値であって、図１２の例では３）が、インター
ネット２５１を介して相互に接続されて構成されている。また、ユーザ用表示システム２
３２－ｉ（ｉは、１乃至３のうちの何れかの整数値）は、表示装置２７１－ｉ、及び記録
再生装置２７２－ｉにより構成されている。
【０２１８】
　以下、ユーザ用表示システム２３２－１乃至２３２－３を個々に区別する必要がない場
合、これらをまとめてユーザ用表示システム２３２と称する。他の構成要素についても同
様とする。
【０２１９】
　なお、図１２のサーバ２３１及びユーザ用表示システム２３２の基本的な構成は、図１
のサーバ１１及び表示装置１２のそれぞれの構成と同様で一致する。そこで、図３のサー
バ１１の構成は、図１２のサーバ２３１の構成としても引用する。
【０２２０】
　ユーザ用表示システム２３２の記録再生装置２７２には、記録済みのコンテンツ（以下
、記録済みコンテンツと称する）２９１が記録されている。ユーザ用表示システム２３２
は、これらの記録済みコンテンツ２９１の識別情報をサーバ２３１に送信する。識別情報
は、例えば、コンテンツのタイトル等、記録済みコンテンツを識別できる情報であればよ
い。
【０２２１】
　サーバ２３１の共同視聴コンテンツ蓄積部７５は、複数のユーザ用表示システム２３２
から受信した記録済みコンテンツ２９１の識別情報を記録する。
【０２２２】
　そして、サーバ２３１の共同視聴マッチング部７８は、複数の記録済みコンテンツ２９
１の識別情報から、共同視聴サービスの対象とする記録済みコンテンツ２９１を決定し、
当該記録済みコンテンツ２９１を、共同視聴コンテンツとする。
【０２２３】
　共同視聴マッチング部７８は、共同視聴コンテンツを決定する場合、例えば、より多く
のユーザ用表示システム２３２に記録されている記録済みコンテンツ２９１を共同視聴コ
ンテンツとすることができる。また、例えば、共同視聴サービスポータルWEB部７２を用
いて、ユーザに共同視聴の対象とするコンテンツの希望を募り、共同視聴コンテンツを決
定することもできる。また、共同視聴マッチング部７８は、共同視聴コンテンツに決定さ
れた記録済みコンテンツ２９１が記録されているユーザ用表示システム２３２のユーザを
、共同視聴サービスの提供対象となるユーザとして決定する。
【０２２４】
　さらに、サーバ２３１のコンテンツ配信管理部７３は、インターネット２５１を介して
、ユーザ用表示システム２３２－１乃至２３２－３のそれぞれに対して、個別ＣＭコンテ
ンツ２９２－１乃至２９２－３のそれぞれを個別にストリーミング配信する。
【０２２５】
　また、サーバ２３１のコンテンツ配信管理部７３は、ユーザ用表示システム２３２－１
乃至２３２－３から、それぞれ共同視聴コンテンツに決定された記録済みコンテンツ２９
１が再生されているか否かの情報を受信する。そして、サーバ２３１は、ユーザ用表示シ
ステム２３２－１乃至２３２－３のそれぞれに、他装置再生有無情報を送信する。
【０２２６】
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　ユーザ用表示システム２３２－ｉは、サーバ２３１から配信される個別ＣＭコンテンツ
２９２－ｉを、バッファリングする。そして、ユーザ用表示システム２３２は、サーバ２
３１から受信した他のユーザの視聴状態に応じて、バッファリングされた個別ＣＭコンテ
ンツと共同視聴コンテンツに決定された記録済みコンテンツ２９１とを切り替えて再生す
る。
【０２２７】
　第２実施形態においては、それぞれの表示装置１２に記録されている記録済みコンテン
ツ２９１の中から、共同視聴コンテンツが決定される。したがって、サーバ２３１側で共
同視聴コンテンツを記録する必要がなくなる。
【０２２８】
　なお、上述の例では、個別ＣＭコンテンツと共同視聴コンテンツとを切り替える場合に
、共同視聴コンテンツの盛上り特性が用いられた。しかしながら、盛上り特性が用いられ
ることに限定されず、例えば、無音検出またはシーンチェンジ検出の検出結果が用いられ
てもよい。
【０２２９】
　コンテンツのジャンルによっては、コンテンツの音声が無音の場合には、コンテンツの
内容が盛上っていないと判断することができる場合がある。具体的には、コンテンツの音
声レベルが一定のレベル以下となる場合を無音であると検出して、共同視聴コンテンツの
音声レベルが無音であると検出された場合に、コンテンツの共同視聴コンテンツが個別Ｃ
Ｍコンテンツへ切り替えられるようにする。これにより、盛上り特性を用いた場合と同様
に、ユーザの違和感を減少させることができる。
【０２３０】
　シーンチェンジとは、コンテンツの内容が変わるポイントであり、そのポイントの前後
の画像は、差異が大きい画像となっている。例えば、番組の本編からコマーシャルに切り
替わるポイントや、夜の場面から昼間の場面に切り替わるポイントが、シーンチェンジと
して検出される。したがって、シーンチェンジが検出された場合に、コンテンツの共同視
聴コンテンツが個別ＣＭコンテンツへ切り替えられるようにする。これにより、盛上り特
性を用いた場合と同様に、ユーザの違和感を減少させることができる。
【０２３１】
[本技術のプログラムへの適用] 
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。
【０２３２】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータ、または、各種のプロ
グラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパ
ーソナルコンピュータなどに、ネットワークや記録媒体からインストールされる。
【０２３３】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、図４に示されるように、装置本体とは別に、
ユーザにプログラムを提供するために配布される、プログラムが記録されている磁気ディ
スク（フロッピディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disk-Read Only Memory
),DVD(Digital Versatile Disk)を含む）、光磁気ディスク（MD（Mini-Disk）を含む）、
もしくは半導体メモリなどよりなるリムーバブルメディア（パッケージメディア）１００
により構成されるだけでなく、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される、
プログラムが記録されているメモリ９８や、記録媒体１０１に含まれるハードディスクな
どで構成される。
【０２３４】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
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【０２３５】
　本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０２３６】
　なお、本技術は、以下のような構成もとることができる。
（１）
　所定のコンテンツの再生を制御する再生制御部を備え、
　前記再生制御部は、
　前記所定のコンテンツを他の情報処理装置と同期して再生する場合に、前記他の情報処
理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信し、前記所定のコンテ
ンツを前記他の情報処理装置と同期して再生するに際し、受信した前記情報に応じて、前
記所定のコンテンツと他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　情報処理装置。
（２）
　前記再生制御部は、
　　前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生が一時停止されたことを
示す情報を受信した場合、前記所定のコンテンツの再生を一時停止して前記他のコンテン
ツの再生に切り替え、
　　前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生の一時停止が解除された
ことを示す情報を受信した場合、前記他のコンテンツの再生を停止して前記所定のコンテ
ンツの再生に切り替える
　前記（１）に記載の情報処理装置。
（３）
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの内容の盛上りの度合いを示す盛上り特性の
値が、所定の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を一時停止して前記
他のコンテンツの再生に切り替える
　前記（１）または（２）に記載の情報処理装置。
（４）
　前記所定のコンテンツを再生する再生モードとして、前記他の情報処理装置と同期して
再生する同期再生モードと、前記他の情報処理装置と非同期に再生する通常再生モードと
のうち一方から他方へ切り替える再生モード切替部を
　さらに備え、
　前記再生制御部は、前記再生モード切替部により前記同期再生モードに切り替えられた
場合、前記他の情報処理装置における前記所定のコンテンツの再生状態を示す情報を受信
する
　前記（１）、（２）、または（３）に記載の情報処理装置。
（５）
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの音声レベルが一定のレベル以下となった場
合、またはシーンチェンジが検出された場合に、前記所定のコンテンツの再生を一時停止
して前記他のコンテンツの再生に切り替える
　前記（１）乃至（４）のいずれかに記載の情報処理装置。
（６）
　前記再生制御部により前記他の情報処理装置において前記所定のコンテンツの再生が一
時停止されたという情報が受信された場合、前記他の情報処理装置における前記所定のコ
ンテンツの再生の一時停止時間の計測を開始する計時部をさらに備える
　前記（１）乃至（５）のいずれかに記載の情報処理装置。
（７）
　前記再生制御部は、前記計時部により計測されている前記一時停止時間が予め設定され
た許容時間を超えた場合、前記他のコンテンツの再生を前記所定のコンテンツの再生に切
り替える



(29) JP 2012-222503 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

　前記（１）乃至（６）のいずれかに記載の情報処理装置。
（８）
　前記計時部は、前記一時停止時間が前記許容時間を超えた場合、前記許容時間を超えて
からの一時停止時間の計測を開始する
　前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の情報処理装置。
（９）
　前記再生制御部は、前記一時停止時間が許容時間を超えた後で、前記他の情報処理装置
において前記所定のコンテンツの再生の一時停止が解除されたという情報を受信した場合
、その後の前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時停止時間の
分だけ遅延する
　前記（１）乃至（８）のいずれかに記載の情報処理装置。
（１０）
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時
停止時間の分だけ遅延させるために、前記所定のコンテンツの前記盛上り特性の値が所定
の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を前記他のコンテンツの再生に
切り替える処理を、前記盛上り特性の値が所定の閾値以下である区間分の前記他のコンテ
ンツの再生が、前記許容時間を超えてからの一時停止時間の分になるまで繰り返す
　前記（１）乃至（９）のいずれかに記載の情報処理装置。
（１１）
　前記再生制御部は、前記所定のコンテンツの再生を、前記許容時間を超えてからの一時
停止時間の分だけ遅延させるために、前記所定のコンテンツの前記盛上り特性の値が所定
の閾値以下となった場合に、前記所定のコンテンツの再生を前記他のコンテンツの再生に
切り替える処理を、前記盛上り特性の値が所定の閾値以下である区間分の前記他のコンテ
ンツの再生が、前記許容時間を超えてからの一時停止時間から前記所定のコンテンツの所
定の区間の再生時間を除いた分になるまで繰り返す
　前記（１）乃至（１０）のいずれかに記載の情報処理装置。
（１２）
　前記他のコンテンツは、前記所定のコンテンツに関係する内容のコンテンツ、広告コン
テンツ、または前記ユーザの嗜好を反映した内容のコンテンツである
　前記（１）乃至（１１）のいずれかに記載の情報処理装置。
（１３）
　前記再生制御部により前記所定のコンテンツまたは前記他のコンテンツが再生されてい
る最中に、前記他の情報処理装置との間で送受信されるテキストデータを表示する表示部
を
　さらに備える
　前記（１）乃至（１２）のいずれかに記載の情報処理装置。
（１４）
　前記所定のコンテンツ及び前記他のコンテンツは、ネットワークを介してストリーミン
グ配信されたものであり、
　前記ストリーミング配信された前記所定のコンテンツ及び前記他のコンテンツを記録す
る記録部を
　さらに備え、
　前記再生制御部は、受信した前記情報に応じて、前記記録部に記録された前記所定のコ
ンテンツと前記他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　前記（１）乃至（１３）のいずれかに記載の情報処理装置。
（１５）
　前記他のコンテンツは、ネットワークを介してストリーミング配信されたものであり、
　前記ストリーミング配信された前記他のコンテンツ、及び前記所定のコンテンツを記録
する記録部を
　さらに備え、
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　前記再生制御部は、受信した前記情報に応じて、前記記録部に記録された前記所定のコ
ンテンツと前記他のコンテンツとを切り替えて再生する制御をする
　前記（１）乃至（１４）のいずれかに記載の情報処理装置。
【０２３７】
　本技術は、コンテンツの同期再生が行われる情報処理装置に適用することができる。
【符号の説明】
【０２３８】
　１　共同視聴システム，　１１　サーバ，　１２　表示装置，　２１　インターネット
，　４１　共同視聴コンテンツ，　５１乃至５３　個別ＣＭコンテンツ，　９１　ネット
ワークＩ/Ｆ部，　９２　チューナ，　９４　記録処理部，　９５　画像音声特徴抽出部
，　９６　操作部，　９７　Ｉ/Ｆ部，　９８　メモリ，　９９　ディスクドライブ，　
１０１　記録媒体，　１０２　再生指示部，　１０３　再生処理部，　１０４　視覚セン
サ，　１０５　聴覚センサ，　１０６　視聴状態判定部，　１０７　表示処理部，　１０
８　ディスプレイ，　１０９　システムコントローラ，　１１０　コントロールバス，　
１１１　データバス，　１３１　再生モード切替部，　１３２　再生制御部，　１３３　
計時部，　１７１　メインコンテンツ表示領域，　１７２　シーン表示領域，　１７３　
再生位置表示領域，　１７４　テキスト表示領域，　２１１　共同視聴システム，　２３
１　サーバ，　２３２　ユーザ用表示システム，　２７２　表示装置，　２７２　記録再
生装置，　２９１　記録済みコンテンツ，　２９２乃至２９４　個別ＣＭコンテンツ

【図１】 【図２】
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